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研究ノート 
 
辞 儀 へ の 一 考 察  
～礼の身体技法～ 
 
A Study of Bowing: 
Four Types of Bow  
 
古 閑 博 美 
Hiromi KOGA 
 
＜要 約＞ 
礼儀は、辞儀、書儀、行儀からなる。本稿は、辞儀を取り上げ、礼の身体技法について文
献を紹介し、四種類のお辞儀を提言する。2010 年、大学にキャリア教育の導入が義務づけら
れ、「学校教育と職業生活との接続」が期待されている。社会人として必須の礼儀や作法を
身につけた学生を育成することは社会の要請であり、学生個人はもとより大学の品位を保つ
うえからも必須である。 
キャリア教育は、社会的・職業的自己実現を目指すうえで必要な知識や技術、価値観、態
度、望ましい人格などを育成することを目的とした教育プログラムである。振舞いのしかた
である作法や行動教育を含むといえようが、こうしたプログラムは、伝統的な大学では正規
の教育課程の枠外におかれていた。 
しかし、近年、学生の学力低下や態度能力、コミュニケーション能力の低下が指摘される
ようになり、講義やクラブ活動などが円滑に運営できなくなったとの声も多く聞かれるよう
になるなか、礼の身体技法を身につける意味が注目される。礼儀や作法は、円滑な人間関係
を構築するうえで無視できないというだけでなく、人間形成に不可欠なものである。 
TPO や時処位にかなったお辞儀を身につけた学生は、魅力行動となる態度能力が向上し、
何より礼儀正しく振舞うことでよい評価を得ることができる。それは、行動の教養を身につ
けたことになり、自信につながる。 
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1 はじめに 
 
2010 年 2 月に改正された大学設置基準で、学生に「就業力」をつけるためのキャリア教育
が義務づけられ、キャリアガイダンスとして社会的・職業的自立に関する指導等を行うこと
になった。キャリア教育は、社会的・職業的自己実現を目指すうえで必要な知識や技術、価
値観、態度、望ましい人格などを育成することを目的とした教育プログラムである。指導に
は、礼儀、作法、ビジネスマナーを含む。行儀作法いわゆる振舞いのしかたの行動教育を含
むものである。こうしたプログラムは、伝統的な大学では正規の教育課程の枠外におかれて
いた（古閑博美、2011）。 
教壇に立って以来、筆者は「礼に始まり礼に終わる」をモットーに敬意表現の礼を実践し
ている。教授するものと受講するものとは、礼儀正しい関係が望ましいと考えるからである。 
「礼」は敬意を表すものであり、社会の文化装置といえる。このことは洋の東西を問わな
い。「礼」の正字体は「禮」で、読み方に「れい」と「らい」がある。前者は「社会の秩序
をたもち、人間相互の交際を成立させるために、人の守るべき道」（儒教）で、後者は「①
敬礼する、②礼儀、③人の限界、分を守ること」（インドで成立した仏典の漢訳文）である
（中村元、2001）。 
本稿で使用する「礼」は、一般にお辞儀の意味で用いられる「れい」とする。小笠原流、
外務省、神道、禅寺の規矩など、主として文献研究を踏まえて四種類のお辞儀を提言する。 
 
2 礼儀への注目 
 
2011年 11月 30日、本学主催の就職フォーラムが京王プラザホテルで実施された。日ごろ、
本学と関係の深い企業の主として人事担当者を招き、事例報告と意見交換が行われた。 
それをまとめた『2011 年度 嘉悦大学 就職フォーラム 報告書』（嘉悦大学・嘉悦大学
短期大学部 キャリア委員会 キャリアセンター）によると、本学の人材育成の取組みは、
「大変良い 57.1%」「ある程度良い 39.3%」と概ね好評である。人材育成について企業関係
者と教員が行った意見交換に対する結果は、「大変有効である 50%」と「ある程度有効であ
る 50%」であった。 
本学の学生のどのような点に物足りなさを感じるか、との問いには、1 位「粘り強さ」、2
位「主体性」、3 位「社会常識・モラル」という結果であった。17 項目の選択肢中「礼儀正
しさ」の項目はないが、3 位に関わるといえよう。 
意見交換会であがった企業の意見総数 91 件のうち、礼儀に関する意見を次に紹介する。こ
れらは、事例報告「ゼミナールでの教育・人材育成」（森本孝）を踏まえ、教員が聞き取っ
たものである。 
① コミュニケーション能力とは礼儀正しさ、明るさ、素直さ、協調性といった社会人基
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礎力を備えていること。（略）明るく元気な挨拶ができ、他の者の意見を受入れる素
直さを有する。 
② 3 つのコミュニケーション能力（プレゼン力・協調性・礼儀）のどれも必要である。
（略）お客様の層が比較的年齢の高い女性なので、そうした人たちを不愉快にさせな
い礼儀を備え、そうしたお客様のニーズに合わせて対応できる「協調性」も不可欠で
ある。 
③ 明るい、挨拶ができる等は基本中の基本。それなくして採用はない。 
④ 挨拶ができないような学生は論外。 
⑤ まずは、「礼儀作法」が絶対的に必要である。 
⑥ 第一には、挨拶や時間を守るなどの最低限のことができるかどうか。 
⑦ 協調性・気配りのコミュニケーションと、人間としての基本的な姿勢・態度に関連深
いコミュニケーションを特に重要と考えている。 
上記の意見から、礼儀や作法が身についていない学生は就職活動で苦戦を強いられること
が容易に想像される。職業人として力を発揮するうえで、礼儀や作法は必須である。企業は、
不作法で不躾な社員の言動は企業に損失を与えかねないとして、礼儀や作法を心得た人材を
求めている。 
 
3 辞儀について 
 
敬意を表す作法である礼儀には、辞儀、書儀、行儀がある。それぞれ TPO、時処位に応じ
て、「適切な挨拶ができる」「適切な文章や手紙が書ける」「適切な振舞いができる」こと
である。 
日本は古来礼儀正しい国柄として知られたが、今日、公共の場所等における行動や態度の
乱れを嘆く声は少なくない。学舎も例外ではない。日本は、菅原道真が「和魂漢才」を説き、
明治期には「和魂洋才」を掲げるなど外国の作法や文物を取り入れながら、精神性を重んじ、
日本的振舞いを志向し洗練させてきた歴史がある。香道、華道、茶道から武道、稽古事に至
るまで礼儀、作法は重視され、宣教師やお雇い外国人らに日常の礼儀、作法に意識を払う国
民性は高く評価された。彼らのなかには、小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）のように日本
を愛し、日本で生涯を終えたものもいる。 
辞儀は、辞書に「①遠慮、辞退、②頭を下げて礼をすること。えしゃく。あいさつ」（『日
本語大辞典』）とあるように、遠慮し控えめなさまや言葉を添えて屈体するさまをいう。身
体の形からいえば、上体と頭を一直線にして体を前傾させる礼儀作法である。「お辞儀」は
「辞儀」の丁寧語で、「①頭を下げて敬礼すること。その礼。②遠慮して辞退すること」と
ある。頭の下げ方、礼のしかたなど態度や行動に人物の教養のありようや人柄までも見られ
ていることがある。社会では、ある共通の行動様式・規範が求められるが、立場や年齢にふ
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さわしい礼儀、作法は一朝一夕には身につかないものである。 
日本は高学歴化社会を形成したが、知的振舞いのできる知的大衆の増加に結びつかないと
すれば、それは教育の目的を果たしたことにはならないであろう。学業を修める場所で礼儀
が軽視されることは、本来あってはならないことであり、私語や着帽、飲食する態度を見過
ごすことはできない。 
社会を少しでも安全な住みよいものにしたいと思うなら、不作法がまかり通ることを放置
してよいはずはないのである。国際社会で活躍し、認められるうえで礼儀は不可欠である。
他人や他国に対する敬意表現は、また自分や自国を映す鏡となる。礼儀、作法を身につけ適
切に発揮することは、個人に限らず国柄として評価を高める。それは、精神の高潔さと不可
分であるからである。 
礼儀、作法の習得は、安全性や危機管理のうえからも有効である。礼儀正しく行動するこ
とは、相手に無用の警戒心を抱かせない知恵である。何事も最初と最後に礼を伴う挨拶があ
ると、始まりと終わりが明確になりけじめがつく。お辞儀は品位の表現としても有効であり、
礼儀正しくお辞儀を交わす姿に人は美や教養を感じ取り、ときには賛辞さえ送るのである。 
 
4 作法としてのお辞儀  
 
4.1 礼とは  
世界的にもお辞儀の文化は古くからある。日本人は、知人に出会うと頭をさげてお辞儀を
する習慣がある。お辞儀について記された日本で最古の文献『魏志倭人伝』に、「見大人所
敬但手以当跪拝」「下戸与大人相逢道路逡巡入草伝辞説事或蹲或跪両手攄地為之恭敬対応声
曰噫比如然諾」とある。貴人に会ったさいは拍手し、また、道路で貴人に会えば敬う態度と
してためらいながら草に入り、ひざまずき頭をさげてお辞儀をしていたと記されている。拍
手は、神道の作法に引き継がれている。 
礼は、「①儀式、作法、②人のまもるべき、社会生活上のきまり、③人にたいする敬意の
もち方、④お辞儀、お辞儀をする、⑤敬意・謝意を表するための行為や贈り物」である。礼
の対象は、もともと見えざる神や霊であった。次いで皇帝など権威や権力の象徴に対して行
われた。礼には威儀を正すことや服属の意味がある。対象に向かって屈体する動作は、恭順
の意ともなる。お辞儀は権威付けや従属を強制する動作として受け止められた時代もあった
が、そもそもお辞儀は無抵抗の表現である。身体のなかでも大事な頭をさげる動作は相手に
敵意のないことを伝える行為であり、敬意表現という発想はのちのものである（樋口清之、
1984）。 
お辞儀は自他間の親疎の距離を測り、適切に行うことが肝要である。お辞儀は、粗相や無
礼を働かないという消極的観点ではなく、あるいは相手に取り入ったりおもねったりするた
めのものではなく、今日ではより積極的に心力（心の働き）の表現としてや、美しく振る舞
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うという行動美学、行動の教養という積極的観点が求められていることではなかろうか。 
 
4.2 礼と魅力行動 
 礼には、立礼と座礼がある。立礼の基本は、直立二足歩行に遡る。まっすぐに立ち二本の
足で歩くことは持続的な歩行を促し、さまざまな動作を可能にした。成長に従い、立つ、歩
く、止まる、座る、横になるなど、行住坐臥や挙措が自在にできるようになると、魅力行動
（「行動の質・量・形・意味に魅力を付与した行動」古閑、2001）として振る舞うことが期
待できるようになる。 
 
4.3 国民的作法の原点 
明治時代の幕開けとともに、国民教育として日常生活の所作振舞いのありようを指導する
ことが課題となった。新時代にふさわしい国民を育成するために、文部省をはじめ多くの教
育者が作法書を執筆し、礼法について述べている。文部省作成「作法教授要項」が公式に発
表され（1911）、文部省調査小學校作法教授要項参照の『小學作法』『小學作法教程』（同
文館）、『西洋衣食住』（福沢諭吉（1867））、『女子の礼法』（下田歌子（1922）国民書
院）、「常識礼法」の提唱（大妻コタカ）、『礼法要項』（「作法教授要項」改訂版。1941、
文部省 ）などが発行され、徳川義親を調査委員長とした日常作法理論の改組も行われた。『礼
法要項』は「国民礼法」として機能し、礼をするさいの角度が定められた。 
大正 7 年（1918）から昭和 8 年（1933）まで使用された教科書『尋常小學修身書 巻一』
（文部省）には、教室で姿勢よく前を向いて座る学習態度（図 1）や、先生に脱帽し丁寧に
お辞儀をする男児と女児の姿が描かれている（図 2）。行動や態度能力の向上は、初等教育
から重視されてきたものである。 
礼儀、作法は、道徳的規律や規範、倫理的側面を提示し、外交や儀礼上及び社会の潤滑油
として機能するとの考えがある一方、強制的で束縛的な側面があるとして拒否反応を示す人
がいる。中野孝次は、「わたし自身が若いときから不作法・無礼を地でいったような人間で、
とくにお辞儀はぞんざいにしかしてこなかった。（中略）わたしやわたしの世代の者がお辞
儀に一種の嫌悪を抱くにいたったのは、戦時中の軍隊教育の反動である」と述べている。当
時のお辞儀として、「踵を合わせ膝頭をつけ、足を六十度に開き、両手をズボンの横の線に
つけて、まっすぐに立つのが直立不動の姿勢で、昔はこれを小学生のときからやらされた。
その上で上体を三十度に折る敬礼と、六十度にまで折る最敬礼とがあり、これは天皇や直後
に対して行うものとされた」と記している。 
そして、「しかるにそのわたしでも近頃は、礼はもっときちんとした方が恰好がいいので
はないか、いい加減な礼は見苦しい、と感ずることが多くなったのだから、時代は変わるも
のである」と述べている（中野孝次、1997）。 
お辞儀の形態や捉え方に時代の反映が見て取れる。お辞儀は、挨拶、感謝、お礼などの意
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を表すほか詫びたり謝罪したりするさいにも用いられる。どのような場面であれ、美しく心
のこもった教養豊かなお辞儀が求められていよう。 
次に、代表的なお辞儀について文献から探ることにする。 
 
4.4 お辞儀について 
文部省編『小学校作法教授要項』『師範学校・中学校作法教授要項』（明治 44 年（1911）、
宝文館）で、立礼の形式として「最敬礼」「普通礼」「会釈」の三種類が示された。その後、
『文部省制定礼法要項』（昭和 16 年（1941）、北海出版社）において、立礼のお辞儀の角
度が示された（pp.1-4）。それらは、 
① 最敬礼…指尖が膝頭の辺に達する（約 45 度） 
② 敬礼…上体を徐に前に傾ける（約 30度） 
③ 会釈…上体を徐に前に傾ける（約 15度） 
と決められた。この礼法は、剣道の「三節の礼」と合体し、「神前への礼（45 度）」「師へ
の礼（30 度）」「同輩への礼（15 度）」として今日に至っている 1）。 
角度は「三等の礼」として、 
① 下輩（部下、年下）には 15 度 
② 同輩には 30 度、 
③ 上輩（上司、年上）には 45 度 
など、お辞儀の角度は「会釈、普通のお辞儀、丁寧なお辞儀」に用いられるなど、一般にも
認知されるようになった。 
茶道裏千家は、お辞儀の作法を「真行草」で提示し、それぞれ 
① 真：最も丁寧なお辞儀。指先を膝のあたりまで 
② 行：真と草の中間くらいのお辞儀。指先を太もものあたりまで 
③ 草：会釈程度。指先を少しなかほどに 
と示している。 
昔も今も礼儀、作法の指南書は数多く出版されている。躾教育や生活作法、魅力行動とし
てのマナー、キャリア教育の観点からはビジネスマナーが無視できない。学内での学生の受
講態度にもインターンシップなど学外研修においても礼節は求められている。だが、お辞儀
の角度やしかたなど形式理解にとどまるとしたら、それは不足であろう。礼式は、忍耐力を
つけるうえでも有効である。 
次に、小笠原流、外務省、神道、禅林の礼法を見ることにする。 
4.4.1 小笠原流  
 小笠原流弓馬術礼法三十一世宗家 小笠原清忠氏は、「立礼であれ座礼であれ、姿勢を正
すこと、呼吸に合わせること、心の面持ちが肝要」（小笠原清忠、2008）と述べている。こ
れらがそろったときに、相手に響くお辞儀となると強調している。 
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また、「礼とは本来角度で行うものではない」と述べ、実用上知っておくと便利な三種類
の立礼をあげ、それぞれ 
① 浅い礼：指先が前に出たあたりで止める 
② 普通の礼：浅い礼と深い礼の中間。指先はひざの少し上にくるあたりまで下がる 
③ 深い礼：さらに体を屈するに伴い自然と手はももをすべり、指先がひざ頭に付くとこ
ろまで下げる 
と示している。 
筆者は、教場に伺ったことがあるほか、儀礼文化講座（現一般社団法人儀礼文化学会）で
小笠原清忠氏の講義を受講してきた。その御縁で、筆者が主宰する魅力行動学会第 6 回研究
会に氏をお招きし、直接教示を得ることができた（平成 21 年 7 月 4 日「礼法について」於
嘉悦大学）。 
三十世宗家 小笠原清信は、お辞儀について次のように述べている（小笠原清信、1978）。 
① 屈体の礼は世界どこへ行っても通じます。屈体は体を屈することで、頭を下げる低頭
とは違います。体を屈することで、自己の誠の心を相手に感じさせるために行うので
す。確かに敬愛の心を持って相手に向かって僅かでも体を屈したとき、相手にもその
心が響き移ります。そして、深く屈したとき、さらに心は移ります（p.42）。 
② 屈体の礼は背筋を真っすぐにし、衿のすかないよう、あごの浮かないように屈してゆ
きます。手は体に添って自然であることが大切で、正しい姿勢を維持しておれば屈体
に従い、自ら手の位置は決まってきます。この動きの過程がお辞儀であり、その角度
による手の位置で、指建礼から合掌礼 2）まであります（p.43）。 
③ 屈体の礼は、屈するときより起こすとき、ことに相手がみえてきてからが大切で、心
の連なりの切れないよう注意します。原則は三息といい、吸う息で屈し、吐く息だけ
とどまり、吸う息で体を起こします（p.43）。 
④ 立礼の場合 心のこもるお辞儀をするには正しい姿勢が基本となります。そして相手
に対する心の意味づけを銘記して体を屈します。「ご機嫌様」ということもありまし
ょう。「よくお出でくださいました」ということもありましょう。その心がまず大事
なのです（pp.44-45）。 
⑤ 形からいえば、頭部を正しく胴体に据えて、背筋は真っすぐにして体を屈してゆきま
す。手は側面から自然に前の方に移行します。そして、最もていねいな立礼は、膝頭
に手が達するまで体を屈するのです。昔は、膝頭を掌がおおうまでと教えました（90
度）。今日では一般に少し高くなりました（75 度ぐらい） （pp.44-45）。 
⑥ お辞儀にも品性が現れます。心の雅が第三者に映じる一つの機会で、品のよいお辞儀
こそ相手への誠意の形です（pp.44-45）。 
⑦ 人と出会ったとき道で上位の人に会ったときは道を除けて待ち、三歩ぐらい手前でお
辞儀します。上輩はとまって礼を返します。同位ならお互いに少々道をさけて礼をし
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ます（p.48）。 
礼儀正しいお辞儀や振舞いのしかたを身につけることは簡単ではなく、挑戦に値するとい
えよう。武家作法として知られる小笠原流であるが、三十世宗家は「お辞儀をするのにも、
形よりも、自分の心が相手の心と結びつくことをもっともたいせつにします」（小笠原清信、
1973）と述べている。 
 小笠原流礼法に、九品
く ほ ん
礼
れい
がある。これは、座礼の九つの基本の礼である。屈体の浅い礼か
ら順に、目礼、首
しゅ
礼
れい
（以上、高貴な方が答礼などに用いる）、指建礼
しけんれい
（一般の会釈にあたる
礼）、爪甲礼
そこうれい
、折手
せっしゅ
礼
れい
、拓手礼
たくしゅれい
（以上、普通礼）、双手
そうしゅ
礼
れい
（深い礼）、合手
ごうしゅ
礼
れい
（最も丁寧な
深い礼）、合掌礼（神仏に対する礼）である。三十一世宗家清忠氏は、立礼の場面では三種
類のお辞儀を実用的とし、礼は角度ではなく敬愛の心が伝わることが第一（小笠原清忠、
2007）と述べている。 
洋風の生活に慣れた現代の日本人は、正座自体が困難な人が増えている。跪座や蹲踞の姿
勢での礼もあるが、「跪座」や「蹲踞」という言葉それ自体になじみがなく、礼法として一
般に活用する機会は少ないといえよう。 
次に、外務省で外交官のテキストとして使用された書籍（友田二郎、1964）から見ること
にする。  
4.4.2 外務省 
 外交官は国を代表して外交にあたる立場にあり、職責を果たす上からもマナーの習得は義
務といえるほどである。国際儀礼の観点からも礼儀作法はおろそかにできない。テキストは、
お辞儀の角度には触れていない。「適当に行えばよろしい」と述べている。女性の礼のしか
たや男女間の礼、そして礼には礼をもって返すことを強調している。 
①（お辞儀は）相手方に対して、軽く頭を下げて敬意を表する動作である。一般的にいっ
て、頭を下げたり、上半身をかがめたりする度合いは、相手方に対する敬意の程度によ
って、適当に行えばよろしい（pp.21-22）。 
② 日本婦人への注意 婦人は握手にかえて会釈をもって挨拶することが出来るのだから、
このような場合、日本の婦人方は外国婦人に比べて、より丁寧な会釈をもって応接され
る心構えが望ましい（pp.21-22）。 
③ 相識の男女が出会ったとき、婦人から先に会釈をするのが、以前から原則的な作法とな
っている。これは、男子を認めるか否かは婦人が決定すべきものであるという理由に、
基づいているのである。これが英米の作法であるが、欧大陸では、このような場合、男
子のほうから先に会釈をする。また、米国でも、近頃は、男子が先に婦人に対してサリ
ュート（敬意）を表すべきであるとしている（p.409）。 
④ 婦人会釈は、知人に会ったときか、高官に対する場合であると、米国のモダン・エチ
ケット本は述べている。しかし、男子が婦人に対してあまり長い間の会釈は、一種の
媚態として、正しい作法ではないとしりぞけている。とにかく、礼儀正しい人々は、
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公開の場所では、知人に対して会釈することを忘れないものであることを、つねに念
頭におき、かりにも先方の丁重な会釈に対し、知らないふりをするような無礼な行為
をしないよう、気を付けるべきである（p.409）。 
グローバルに活躍できる人材を育成するうえで、マナーを身につけた学生を育成すること
が肝要であることは言をまたないであろう。本書が出版されたのは、東京オリンピックが開
催された時と時を同じくし、戦後、国際社会に日本の復興をアピールし、国際社会に通用す
る日本人としてのマナーが提示されたものといえよう。 
次に、神道の礼法を『祭式大成』（小野和輝、1972）に見ることにする。筆者は、國學院
大學神道学部教授 故小野和輝先生に神道の作法を 2年間夜間部にてご指導いただく機会を
得ることができた。 
4.4.3 神道礼法 
 神職の礼法に対揖がある。これは、表敬として一般の会釈に近い。威儀を正して挨拶をす
る態度は、見るものにすがすがしい気持ちを呼び起こすものである。辞書に、揖は「①笏を
取り、上体を少し前に屈して敬意を表すること。拝に次ぐ礼。②中国の昔の礼の一。手をこ
まぬき、或いは上下し或いは左右し、或いは推し或いは引きなどして会釈すること」（『広
辞苑』）とある。「ゆずる。へりくだる」の意味もある（『日本語大辞典』）。こまぬくは
漢字で「拱く」と書き、左右の手を胸の前で組み合わせることである。神職の揖は、叉手ま
たは拱手ともいい、左右の手を下腹部あたりで組み合わせやや前傾姿勢をとる。 
 神道の作法で礼は、 
① 拝 
② 拍手（我が国独特の敬礼作法） 
③ 平伏 
④ 磬
けい
折
せつ
 
⑤ 警蹕
けいひつ
（平伏または磬折して「オ」の音を長く引きて唱ふ） 
がある。 
揖は、「イフ」と読み、腰を折って敬意を表現する作法である。「揖は拝に次ぐ敬礼作法
で、小敬（拝に比べて軽い敬意）と推譲（人を推しあげて自ら譲ること）の意を表はし、普
通礼に於ける、お辞儀、会釈に相当する。敬礼の中では最も多く行はれる作法である」と解
説している。揖には、深揖（45 度）と小揖（15 度）がある。いずれも頭を下げるのではな
く、腰を折る動作である。学生にお辞儀を指導するさい、この屈体の形を身につけるまでに
はかなりの時間を要する。基本となる姿勢がよくないことが一因となっている。 
 拝は、上体を伏して敬意を表現する作法で、最も重いとされる。頭から臀まですべて平ら
にするのが最もよい姿勢である。叉手は、次のように説明している。 
①  叉手は姿勢の一種ではあるが、敬礼作法でもある。手に物を持たない時、神前又は敬
意を表はすべき人の前等で行ふ作法（男女共通）。左手を上にして両手を交叉し、そ
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の左手の拇指を右手で軽く握り、下腹部の正面に軽く置く。自然と上体は、15 度程度、
前に傾く。このやうに、両手が合はさり、上体が前に傾くことによって、自ら慎みの
姿勢となり、そこに敬意が表現される。叉手は立礼の場合にも、坐礼の場合にも行は
れる（pp.21-22）。 
② 叉手のまま揖を行ふには、立ってゐる時も、跪居してゐる時も、やや前に傾いてゐる
上体を、一度真直ぐに立てて、敬意を表する対象に注目し、しかる後に揖を行ふので
ある。両手を組んでも、腹部の辺りに置き、上体を真直ぐに立てていては、休む姿勢
であって、敬意の表現にはならないので注意を要する（pp.21-22）。 
③ 磬
けい
折
せつ
は立礼にて行ふ敬礼作法の一つ。磬折には、(一)深い磬折、(二)浅い磬折 があ
る（p.231）。 
腰を折る角度は、深い磬折は約 60 度、浅い磬折は約 45 度とし、持ち物は笏と扇の場合が
ある。 
近年、スーパーのレジや販売店などで多く見られる叉手しお辞儀する姿は、神道の作法を
まねたもののようにも思われるが、重々しさや優雅さに欠けるため、肘を張った操り人形の
ようにしか見えないものがほとんどである。 
最後に、禅寺の作法を紹介する。筆者は、人にぶつかられて膝を痛めるまでゼミの学生を
引率し、北鎌倉にある円覚寺居士林で開催される夏期大接心に 15 年通った。禅寺では、出
会いの挨拶は合掌低頭が基本である。経行
きんひん
のさいは叉手する。最も丁寧な礼拝は、仏足頂礼
である。合掌は、胸の前で両手を合わせ感謝の意を表する作法である。 
 以上、武家作法や茶道裏千家、神道などの礼法を見てきた。礼の角度は、15 度、30 度、
45 度以外に 60 度や 75 度、90 度、あるいは適当に行う、深浅に注意するなどとある。これ
らを踏まえて、筆者は四種類のお辞儀を提言する。 
 
5 四種類のお辞儀  
 
5.1 会釈・敬礼・最敬礼・拝礼  
お辞儀は、儀礼的場面や生活、ビジネスで活用されている。先述したように、文部省の主
導でお辞儀の角度が提示され、国民礼法として定着するようになったが、もとは浅いお辞儀
から深いお辞儀を時、所、場合、相手などに応じて使い分けた。特に、深いお辞儀はみだり
にしないことが肝要である。 
身につけたいお辞儀として、『礼法要項』に示された三種類のお辞儀のほか拝礼を加えた
四種類を提言したい。学生は、在学中にこうした礼の身体技法を身につけることが行動の教
養を身につけることにつうじ、振舞いを魅力行動として意識することで自信や成長につなが
る。お辞儀の種類を三種類から四種類に増やしたのは、「学校教育と職業生活との接続」の
点から必要かつ生活やビジネスで有効なお辞儀といえるからである。 
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例えば、建築業界である。建築にあたっては地鎮祭が行われたりするなど神事が仕事に組
み込まれていることがある。筆者は、ホスピタリティ・ソサエティ（hospitality society:支え
合いともに生きる社会）の構築に必要としてあげた四つの M の観点を礼儀においてもあげた
い。それらは、①道徳（moral）、②知性（mind）、③作法（manners）、④成熟（maturity）
である。 
お辞儀の角度は目安である。屈体は心の表現であり、学習知や経験知などが未熟なうちは
型から入ることが有効である。両手は組まず、右手は右足、左手は左足の上に置く。 
① 会釈（15 度）手は大腿部付け根 
② 敬礼（30 度）手は大腿部中央 
③ 最敬礼（45 度）手は膝の上 
④ 拝礼（90 度）手は膝頭上 
敬礼は普通礼ともいう。拝礼を加えたのは、礼の対象はもともと見えざる神や霊であった
からである。お辞儀の歴史が長くお辞儀を大事にしてきた日本で、拝礼という最も深いお辞
儀が行動の教養に不可欠である。深く屈体する姿は神妙な態度となる。真
まこと
の心で行う礼で
あれば、浅くとも相手に不快を与えないであろう。ではあるが、ことと次第によっては自ず
と深く頭を垂れる姿がある。人の表現力を狭めないことが重要である。だが、拝礼を昨今よ
く目にする「お詫び」会見でのお辞儀と同列に考えてよいものか。単に腰を直角に折る姿は
拝礼とは言えない。 
最も敬意を込めたお辞儀の拝礼は、畏怖の念を伴うものである。安易な態度を見透かされ
るようなお辞儀をする人は、角度や頭を下げている時間にばかり気がいっているため、何の
ためにお辞儀をしているか理解もせず精神性に欠ける姿に映る。 
お辞儀は、①互いに向き合い、二者間で行う、②一人が代表し、対個人・集団に向かって
行う、③集団が、対個人・集団に向かって行う。お辞儀をされたら受け、そして返すのが礼
儀である。 
叉手、いわゆる手を組むか組まないかにこだわる人がいる。そのさい、右手が上か左手が
上か、これもまたこだわる点となる。多くの人が右利きといわれるが、攻撃性のある右手を
抑えることが礼儀、作法につながると考えられている。さりげなく組み合わされた手に無抵
抗の意思を表現することもあれば、次の動作に移りやすくするために両手を組まないことも
ある。自然に体に添わせればよいとする考え方もある。茶道裏千家は、両手を膝上で組むさ
いは右手で左手を抑えると指導している。そのさい、右手の親指は左手の中にある。神道の
作法では、左手で右手を抑える。左手の親指は右手の中にある。 
型やスタイルを持っているものは、それが強みともなる一方、どこでも通用するとは限ら
ないことを知ることも大事である。そこに相手を尊重する意識が生まれる。臨機応変の構え
が肝要である。 
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5.2 調身・調息・調心  
これまで見てきたように、お辞儀は精神性を無視できないのである。お辞儀のさい、留意
したいのは調身・調息・調心である。身体を調える法は古来研究されてきたものである。禅
僧の修行法が思い浮かぶが、今日、ボディワークの追求は科学的にも行われている。身体を
調えることで、小笠原清忠氏のいう心持ちのよいお辞儀を身につけることができる。よいお
辞儀とは形のみを言うものではない。お辞儀は、自己の社会的、文化的、美的見地から実践
するだけでなく、対人関係の危機管理にも役立つ。 
小笠原清忠氏は、生気体、死気体の観点から動作、振る舞いについて述べている。生気体
は「心のこもった立居振舞であり、理にかなった動作」のことで、死気体とは「心のこもら
ない見せかけだけの態度」のことである。人は他人の行動に対する敏感なセンサーを持って
いるし、持つべきであろう。相手が真剣かそうでないか、真心があるのかないのか感得する
能力を磨きたい。 
調身・調息・調心とは、それぞれ①体を調える、②息を調える、③心を調えることである。
どのように整えていくかが課題である。それについて、筆者のわずかな坐禅の経験から述べ
たい。身を調えるには丹田（臍下 3ｃｍ辺）に意識を集中し、腰と額を立てることが肝要で
ある。円覚寺の前管長 慈雲老大師は「地球のまんなかとつながっていると思え」、また現
管長 南嶺老大師は「天とつながっていると思え」とご教示くださった。座る場合は坐相、
立つ場合は立ち姿を意識し、いずれも体幹がぶれない自分の体作りが肝要となる。 
息を調えるには、舌を口蓋につけ、口は軽く結ぶ。へそ下まで届くようなイメージで深く
息を吸い、ゆっくりと長く息を吐くことを意識する。血流がよくなり体が温まる効果もある。
心（精神）を調えるには、足腰の鍛錬が必要ではあるまいか。心を取り出して鍛えようとし
ても無理である。お辞儀は体全体を用い、中心となる腹が据わることによりお辞儀に変化が
生じる。調身・調息・調心への総合的な取組みは、美的かつ意味のあるものとして、相手の
心に届くお辞儀の表現に結実するであろう。 
 
6 おわりに 
 
 先行研究から、明治期、国民教育の観点から礼法が重視され、20 世紀半ば近くに辞儀の角
度が文部省により提示されたことがわかった。今日、初等教育や中等教育機関でこうした礼
法はどのように指導しているのであろうか。一部とはいえ、大学生の不作法なさまを見るに
つけ、疑問である。作法は身体で覚えるものであり、積み立て方式が有効である。昔から稽
古は繰り返し行うとされている。学習もしかりである。義務教育における態度教育、魅力行
動教育から始める必要があるであろう。今後とも考察を深めたい。 
伝統的な観点から、神道や武家作法等を取り上げた。古式と思われている礼式に、現代人
が学ぶものが発見できた。それらは、他者に配慮する心であり、危機管理であり、見えない
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対象を含めた他に対する慎みの態度などである。外交官のテキストにみるように、国際社会
で活躍するうえで礼儀、作法は必須である。ユニバーサル化時代となり、大学は躾教育を要
する学生を受け入れるようになった。振舞いや行動の教養に欠けるようでは、グローバル人
材の育成からはほど遠いことになる。キャリア教育は礼儀、作法を無視できないのである。 
TPO や時処位にかなった四種類のお辞儀を身につけた学生は、魅力行動となる態度能力が
向上し、何より礼儀正しく振舞うことでよい評価を得ることができる。それは、行動の教養
を身につけたことになり、自信につながるといえ、今後とも魅力行動能力の観点から考察を
深めたい。 
 
注 
1)  身体儀礼文化フォーラム。中村民雄「武道の礼法―伝統の再構築―」2009 年 12 月 5 日講演、於鹿
屋体育大学 
2) 九品礼
く ひ ん れ い
のこと。小笠原流の座礼には、屈体の浅い礼から深い礼まで九つの基本の礼があり、順に
「目礼
もくれい
」「首
しゅ
礼
れい
」「指建礼
し け ん れ い
」「爪甲礼
そこうれい
」「拓手礼
たくしゅれい
」「双手礼
そうしゅれい
」「合手礼
ごうしゅれい
」「合掌礼
がっしょうれい
」のことである。
合掌礼は、神仏に対する最も深い礼のこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 学習態度             図 2 挨拶する児童 
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